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The earth resistance of a earth plate may change daily according to the weaiher. We 
measured daily the res.istancεduring 35 days from July 12 ， 1961. The resistance is about 200 
ohms on rainY days， and about 300 ohms on fine days. It increases at thf' rate of 50% 
when the ground is very dry. 
The earth resistance of the copper wire buried cirαllarly shaped in the ground at the 
dεpth 30 cm depends on its length and the empirical formula is determined. lt is nearly 
reciprocally proportional to ihe length of the wire. The resistance of a good eari.h is lower 
than 10 ohms. The effective method preparing a good eart.h is to bury the cir，印larly shap吋
copper wire of adequate length. 
1 .  接地抵抗測定器で測定 し た接地板 の抵抗 は ， そ の 時 の大地 の状態におけ る 抵抗であって一定
の も の で は ない。 雨が降ったり晴天が続いたりす れ ば， 大地 の水分合有率 が変 る から接地抵抗 も 変
る はずであ る 。 どの 程度 の 変化がある か実験を試みた。 接地板は90cm角， 1mm厚の 銅板に 14
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mm2の軟銅撚線 を 蹴着し た も の を 地表面下約2 m の深 さ に埋設 し た も の で ， 地質 は赤粘土質で 2m
の深 さ で は 地下水 は涌か な い 。
図-1 は 1961年 7 月12日か ら 35日閣の抵抗を記録 し た も の で雨の 多 い 時 は約 200オーム で あ る が
晴天 が続 く と 約 300オーム ま で抵抗が増加す る 。 約 50%の上昇で あ る 。 雨 が降 る と 再 び 200オーム
ま で下る。
多 数の既設の接地板の抵抗を測定 し た 。 抵抗の小 さ い順 に あ げ る と ， 15オーム， 34， 37， 50， 60， 
67， 180， 240， 355で あ っ た 。 接地抵抗を 小 さ く す る に は地質 が不適当 と みえ， 最小 の 抵抗で も 15オ
ーム で工作物規程の第一種接 地工事 に は 不合格で あ る 。
2. 単 に鋼板 を 2mの深さに埋設 し たの で は ， こ の土 地で は200�300
オーム程度の接地抵抗しかえ ら れな い。 い ま 約 10m長 さ の 4 mm 銅線
を 地表面下約30cm に埋設 し て 接地抵抗 を 測 る と 125オーム と な っ た 。
(図-2 のA)
B も C も Aと同 じ よ う に約 10m長さの 4mm銅線 を 地表面下 30cmに
埋設し た もので あ る 。
A と B を 並列 にす る と 60オーム， A と B と C を 並列にす る と 20オー
ムと な っ た。 図- 3 はこの三角形 の埋設地線 と 他の電極 と の 聞に 65V
を 加 え ， 30QmA を 流 し た と きの電位分布 で ， 埋設地線の接地抵抗 は
6. 6  -一一= 22オーム で 接地抵抗器で測 っ た20オームと近似し て い る 。0.3 
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3 .  銅線 を埋設 し た場合， そ の 長 さ と 接地抵抗の関係 を 調べ て見 た 。 先づ接地線 は太 さ 2.6mm
の銅線 を 使用 し ， 地表面下約 30cmの深さ に円形 に埋設 し ， 円の直径 と接地抵抗の関係 を 測定し た 。
図- 4 は 其 の 結果 を 示 し た も ので あ る 。 図 に示した よ うに接地抵抗 は海岸(砂浜 で 塩分合有)， )11 ( 
水中)， 粘土質， 砂地， のj頓に高 く な っ てい る 。 勿論 こ の値 は土地の状況， 水分の合有率， 季節， 温
3 
度， 等 に よ っ て 異な ることは 前 述 し た通 り で あ る 。 本測 定 は 1961 年10�11 月 に か け て ， 測定 し た も
の で 大体雨あ が り の日 で あ る 。 ま た こ の測 定 は 一例であ る の で 大体 の傾向 を 示 し た も の で あ る 。
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/ 反\ - 4 次に図ー5は縦輸に接地抵
抗(オーム〉の対数を， また横
軸 に 円 形 に 埋 設 し た 接 地線 の
長 さ (m) の 対 数 を と っ て 画 い
たものである。 図から判る織
に何れの場合も殆ど直線であ
砂忠 る 。
この直線から各々の場合の
接地抵抗 の 実験式 を作 る と次
の通 り で あ る 。
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と なった 。 Lのべき数 の平
均 を と っ て 見 る と -0.86 と な
っ た が ， 直線 の傾度 は接地抵
抗 の 低 い土地で は傾斜角が小
さ く， 接地抵抗 の 高いと こ ろ
で は傾斜角 が 大 き く なる傾 向
にある。 またLの係数は接地
抵抗の低いところでは小さく， 高いところでは大きくなることは勿論である。 ただ接地場所の土質
に よ っ て そ の数 値 の 概略 を知 る ことが 出来 る 。 接地抵抗 は ， 接地線 の 長さ に 道比例す る ， という結
果 に は 正確 に は な ら な い が 大よそ こ れ に近 い も の に な る 。
次に本実験の砂地の場合， 円の直径5m (電線 の 長 さ 15 . 7m) にし て其の接地抵抗を測定す ると
約 365 オーム で あ っ た ， 次に図- 6 の よ うにAおよび B線(長 さ 5 mの 2 . 6 mm銅線〉を円 に 接続し
て 接地低抗 を 測定す れ ば 約 300 オーム と な る ， 電線 の 長 さ は 25. 7 mで 64% のi首加に対し 接地抵抗は
65 オーム 低 下す る が そ の低下 の割 合 は 約 1 8% に すぎな い の で 電線を長くした割 に は 抵抗ば低下 し な
い も の で あ る 。
また海岸の場合， 接地線を直径2mの円に埋設したとき其の接地抵抗を測定すれば約5オームで
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あ る 。 こ の接地線 を其 の俵
誼線 に引伸し て 測定す れば
約 5.2オームで殆ど変 ら な
いが， こ れを直径約 30cm
の らせん状 に巻 き 埋設す れ
ば其 の接地抵抗 は 約27 . 3オ
ーム と な り 即ち約 5 . 5倍 の
抵抗 と な っ た。
同ー の長 さ の導線 を使用
し て も ， ら せ ん状にし て使
用 す る と 非常 に接地抵抗 が
高 く な る こと が判 る 。
こ の事か ら も 円形 の接地
線の 内 部 に在 る 導体 は電流
が通 り に く く ， 接地抵抗を
低下す る 上 に はあ ま り 効果
が な い も の であ る 。 筆者等
がこ の 実験で得たこ と は同
ー の銅量 に対して銅板 のよ
う な接地板 を埋設す る こ と
は 最 も 接地抵抗が高 く ， ま
た接地線を使用す る に し て
も ， 小 さ く 丸め て ， あ る い は う ず巻 き状 に巻い て使用す る こ と は 接地抵抗が高 く な り 感心 し な い と
いうこ と であ る 。 同ー の長さ の接地線 を使用す る にし て も ， な る べ く 直径の 大 き な円に埋設す る か，
或 は直線状 にし て使用 し た方 が 一 番接地抵抗を低下せしめ る に役立つ も の であ る 。
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